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肺結核の疑いの患者さんが増加してきています。当院では空気感染対策を実施する際には、

陰圧室の完備はされていないため、N９５マスクの正しい装着が非常に重要になってきます。 

Ｎ９５マスクの正しい装着方法理解していますか？ 

サージカルマスクを重ねるとフィット率が下がります！！正しい方法で対策を実施しま

しょう。多く重ねれば防御力が上がる！！と考えている方は間違いです。 

これは、「ｻｰｼﾞｶﾙﾏｽｸ」にも同じことがいえます。 

 

ポイント 

Ｎ９５マスクは患者の病室に入る前に装着    病室を出た後にはずす。 

移送時には 患者にはサージカルマスク ケアスタッフがＮ９５マスク 

エレベーターでの搬送時は、基本は「専用」で！ 

 

装着した後、濡れたり、汚染がある場合は直ちに交換 
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